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なる個体は優れた基音ならびに第 2 部分音生成能力を有しており、’97 年の社外･均一響板
への貼替えは感覚的にも音響解析の結果を見ても、何ら悪影響の痕跡を留めていない。こ
                                                  
1 本稿は「近代ピアノ技術史における進歩と劣化の 200 年 ―― Vintage Steinway の世界 
――」本研究科 Discussion Paper No.59, 2010 年、に対する補遺をなす。 
2 1900 年製 ModelB.に関する演奏体験として青柳いづみこ「110 年前のスタインウェイを
弾いて」、1912 年製 ModelD.での録音演奏体験談として長富彩の談話を参照されたい。そ


















担っている(第 1 命題)。 
第 2 に、ヴィンテージ･スタインウェイの弾性に富む鉄骨は同じく弾性に富む良質なリ
ムとの間で相互に弾性的な支持関係(Harp のフレーム)を構築し合うことにより、響板ならび


















                                                  
3 N.Y.についてはこの限りではないが、ハンブルク･スタインウェイにおける“ダイヤフラ
ム響板”の導入は実に 1981 年まで持ち越されたという説がある。D.P. No.59, 343 頁、参
照。 










































これは大柄なピアノと小柄な、即ち l の短小化を補うため(s/d )値を引下げたいが、パワ
                                                  
5 遠音については D.P. No.59, 421 頁、注 309、参照。 
6 D.P. No.59, 301 頁で指摘された通り、最近のハンブルク･スタインウェイにおいてはス
ケーリングがこの方向に変化せしめられている。 
 3

































                                                  
7 鉄骨鋳造技術の歴史的変遷については D.P. No.59, 204~240 頁、V プロセスについては
233~234、236 頁、参照。 
8 Donald W.,Fostle がヤマハ CFⅢS の、ほぼ差音のみに依拠する“”phantom” bass”(cf. 
Steinway Saga  An American Dynasty. N.Y. 1995,  p.543)との対照においてスタインウェイの B1
における基音生成を云々したのも、その謂れを尋ねてみれば蓋し当然である。彼のテスト














































































                                                  
9 R.,K.,Lieberman/鈴木依子訳『スタインウェイ物語』法政大学出版局、1998 年、232 頁、
参照。鍵盤全体の幅は通常、48in.( 1219.2mm)ある。これより 7/8in.だけ狭かったワケであ
る。 
10 同上書、72 頁、参照。 
 6
実際には、手の大きさと開きとは同じではないが、ホフマンの手は「辛うじて 10 度に
届く」程度の大きさであったと伝えられている11。1 オクターブは 8 度、10 度は 1 オクタ
ーブ＋白鍵 2 つである。因みに、坂上麻紀の場合、身長は 162cm、手も日本人女性として
特に小さい方ではないが、自由に演奏出来るのは 9 度がやっとである。坂上茂樹の方は身
長 183cm、手も小さくはないが、全く訓練されておらず指の開きが乏しいため 8 度にしか
届かない。 
つまり、ホフマンの手は日本人の感覚からすれば決して小さくなどなかったのである。
























                                                  
11 cf. Robert Palmieri ed., The Piano An Encyclopedia. 2nd. ed. N.Y. 2003, p. 254. 

















『ピアノ･オルガンの解説』(河出書房、1947 年)であった。その 10~11 頁において中谷は鍵
盤の重さとハンマーの位置とを相関させた図解(図 1)と共に、アクションの動きを解説して
いるが、この図解例における打弦距離は 45mm であった。 
 
図 1  鍵盤とハンマー動作との関係 
 
『ピアノ･オルガンの解説』11 頁、第 3 図。 
 






 中谷はまた、『ピアノの技術と歴史』(音楽之友社、1965 年)、87 頁において、 










を引用しているが、この実験に供されたピアノの打弦距離は 48mm であった。 
 
図 2  ハンマーの運動 
 




                                                  
13 この高速度写真機については富塚 清『航研機』三樹書房、1996 年、99~101 頁、参照。 
 9
弦距離を詰めれば発声パワーが落ちる現象が観察されること、兼常と田口によるこれとは






の 111 頁には「ハンマーの高さの調整」の項に： 
定規の下面から(即ちピアノにアクションを入れたとき絃の下面からになる)ハンマ
ーの尖端まで 17/8 吋(アクションの能率によつては 2 吋)になる様に、キャプスタンボタン
を廻して調節する。 
とある。17/8 インチなら 47.625mm であるが、モノによっては 2in.＝50.8mm という値も
アリ、というワケである。 
また、竹内友三郎はその著書『ピアノの構造･調律概説』(東京調律技術研究社、1963 年)の
39 頁、「現代のアクションと基礎寸度」の項において、鍵盤のストロークを 9.5mm と述
べると共に、 
 弦と静止した時のハンマー先端との走行距離が 48mm であること。 
と一定の値を指示しつつ、これらの値は： 
  …過去多年にわたり世界各国研究者によって力学的に妥当と認められた寸度である。 






においては「静止状態の時 WT が 48mm であること」(89 頁 記号 W は弦、T は静止状態のハ
ンマーの尖端の謂い)、「標準寸度は 48mm で±1mm だが、最高音部はこれより若干狭くす
る場合が多い」(144 頁)という風に述べている。 
斎藤義孝はその著書『調律師からの贈物 グランドピアノの基礎知識』(ムジカノーヴァ、1983
年)、69 頁において打弦距離を「45 ミリ」としている。 
楽器研究家の今泉清喗、ピアノ調律師の宇都宮誠一、東京音楽社編集部がその執筆を分
担した東京音楽社『楽器の事典 ピアノ』(1983 年)、『改訂 楽器の事典 ピアノ』(1990 年)の
巻末用語解説、「打弦距離」には、 






2005 年)である。その 108 頁にはごく簡単に「ふつう、45mm～48mm 程度」と記されて
いる。 
海外の著者による労作も幾つか参照した。アメリカの William Braid White は 1917 年
















もっとも、同じアメリカの Arthur A., Reblitz は著書 Piano Servicing, Tuning, and 














                                                  
14 邦訳書：全国ピアノ技術者協会訳『ピアノ調律と関連技術』音楽之友社、1954 年、
158~159、164~165 頁、参照。 






Herbert Junghanns は著書、Der Piano- und Flügelbau./郡司すみ訳『アップライト 及
び グランドピアノの構成』(日本ピアノ調律師協会、1978 年、原著 1973 年)、訳書 235 頁にお
いて、一般的な計算のための数値例として 47mm という数値を掲げている以外、この点に
ついて特に具体的には論じてはいない。 
Ulrich Laibleの記述もほぼ同様であるが、その著書、Fachkunde Klavierbau./畠 俊夫
訳『Fachkunde Klavierbau ―― ピアノの構造とその関連技術 ―― 』(東洋音楽専修学校、1991




図 3  ハンブルク･スタインウェイにおける“現行”の整調規準例 
 
M., Matthias, Steinway Service Manual. p.103 Figure 4(S.23, Ab. 4). 
 
一方、ハンブルク･スタインウェイにおける製造工程合理化のリーダーであったMax 
Matthiasはその著書Steinway Service Manualの中で、それが 47mmに合致されるべきこ
と、最高音部においてはトリル(高速繰返し打鍵)を容易にするためこれを 45mmに詰めるこ
                                                  
16 D.P. No.59, 20 頁に原著(初版)出版年不詳としたが、正しくは 1983 年であった。現行版








次に、やや時代を遡り、1981 年にフランクフルトの Verlag das Musikinstrument から
Schriftenreihe Das Musikinstrument Heft 28 として刊行された Reibeholz の Das 









はアフタータッチ(Nachdruck)が確保され得る場合には 45mm への短縮も可とされる。 
と述べられている。このマニュアル本はハンブルク･スタインウェイの協力を得て執筆され
たもので、第 2 版が 1997 年に刊行されているのであるが、改訂履歴不記載で第 2 版なる
ものの実体は単なる重版と看做される18。 
以上の点から、少なくとも 1980~'90 年代を通じてハンブルク･スタインウェイの整調基
準は不変であり、その標準の打弦距離は 47mm であったと結論付けられる。 
ところが、Reibeholz の書に 20 年ばかり先立つ 1963 年、同じ出版社から
Fachbuchreihedas Musikinstrument Band 11 として出版された Dietz の著書、Das 
Regulieren von Flügeln bei Steinway を繙けば、この打弦距離について： 







                                                  
17 Max Matthias, Steinway Service Manual. 2. Aufl. Frankfurt/M, 1998, SS.23~24, 
pp.103~104. この本は前半がドイツ語、後半が英語という体裁になっている。 
18 Lutz Reibeholz, Das Regulieren von Steinway & Sons Klaviermechaniken und deren 
Reparatur. Frankfurt/M, 1981, S.23.  
19 Franz Rudolf Dietz, Das Regulieren von Flügeln bei Steinway. S.12 et. al.(この書物は
独、英、仏、伊、スウェーデンの 5 カ国語で併記されている)。蛇足ながら Flügel とはグランドピ
アノのことである。なお、彼は 1968 年にも独、英、仏語併記の Das Intonieren von Flügeln : 
Grand Voicing なる書物を世に問うている。 
 13
即ち、Model C.(N.Y.では遥か昔に廃版となった)はオペラ･ホールのピットに収容可能な限界









彼の書物は 1963 年の初版以外に“neugestaltete”即ち“新装”版が 1974 年に、その
重版が 1981 年に出版されている。1974 及び'81 年版とその内容については参照出来てい
ないが、ネット上の書誌情報から判断すると、何れも初版同様に本文は 82 頁であり、初


























































22 それぞれ、D.P. No.59、90、123~124、134 頁、参照。 

































































24 D.P. No.59, 301 頁、参照。N.Y.の動向については不明である。 
